
学校創立１４０周年 ◇ 校訓「かしこく やさしく たくましく」
あ 明るく元気なあいさつができる子ども
ぎ ぎりぎりまであきらめず努力する子ども
な 仲よく笑顔いっぱいの子ども

阿木名小中学校便り 令和元年７月１９日発行 ～花いっぱい，元気いっぱい，笑顔あふれる阿木名っ子～

１学期の「歩み」を振り返って
校長 川原 啓司

先日１３日（土）に奄美地方の梅雨明けが発表され，約２ヶ月にわたる長い雨の季節が

終わりました。いよいよ夏本番です。そして学校では本日で１学期が終了となりました。

おかげさまで大きな事故等もなく，無事に１学期を終えることができました。これも保護

者や地域の皆様のご協力のおかげです。心より感謝申し上げます。

さて，各学期の最終日にはそれぞれ担任から「あゆみ」（中学校

では「通知表」）が渡されます。その中には学期の学習の記録やが

んばった様子，成長の証など，一人一人の「歩み」が具体的に温か

な言葉で記されています。このように年間で３回，学期ごとに渡さ

れる「あゆみ」にはどのような意味が込められているのでしょう。

ある校長先生は次のように語呂あわせで子どもたちに語っているとのことでした。

あゆみの「あ」は，新しい目標を見つけるため。

あゆみの「ゆ」は，夢をかなえる力を身につけるため。

あゆみの「み」は，魅力ある自分に出会うため。

「あゆみ」には頑張ったことだけでなく，「こうすると，もっとよくなりますよ。」とい

うヒントも書かれています。いいことも，悪いことも，子どもたちがこれからもっともっ

と成長していくための手がかりになります。「あゆみ」の言葉はご家庭にあてた言葉です

ので，低学年の子どもたちには少し難しいかもしれません。そこで，ご家庭では子どもと

一緒にあゆみを見て，成績の様子や先生からの言葉を分かりやすく伝えてくださるように

お願い致します。

明日から子どもたちにとって待ちに待った夏休みです。この期間は

生活の中心が学校から家庭や地域へと移っていきます。普段の生活で

は時間をかけてなかなかできないことについて，じっくりと取り組ま

せるには絶好の機会です。学習や運動だけでなく，自然に触れたり，

読書をしたり，地域の行事に参加させるなど，多くの体験を積ませる

機会を積極的につくっていただきたいと思います。終業式では以下の

３点を夏休みの約束事として話をしました。

１ 「早寝，早起き，朝ごはん」＋「ラジオ体操」

２ 頑張ったと自慢できることをひとつはやり遂げよう

３ 命を大切にする行動をしよう

それでは，安全と健康に気をつけて，有意義で楽しい夏休みになるように願っています。


